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１ 令和４年度の財政状況について 2



（税抜︓百万円） （税込︓百万円）

増減 増減

計画（a） 決算（b） （b－a） 計画（a） 決算（b） （b－a）

32,378 31,472 △ 906 7,154 6,049 △ 1,105

水道料金 24,594 24,121 △ 473 企業債 6,448 5,456 △ 992

その他 7,784 7,351 △ 433 負担金ほか 706 593 △ 113

32,016 30,374 △ 1,642 19,694 16,320 △ 3,374

人件費 4,854 4,442 △ 412 建設改良費 16,121 12,752 △ 3,369

受水費 8,188 8,084 △ 104 企業債償還金 3,568 3,568 △ 0

減価償却費等 7,235 6,986 △ 249 その他 5 0 △ 5

支払利息等 875 800 △ 75 △ 12,540 △ 10,271 2,269

その他 10,864 10,062 △ 802 7,566 7,108 △ 458

362 1,098 736 △ 4,612 △ 2,065 2,547

13,449 17,831 4,382

73,775 73,753 △ 22

令和４年度

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

令和４年度

 収益的収入

 収益的支出

当年度純損益

区分 区分

資金残高

企業債残高

 資本的収入

 資本的支出

資本的収支差額

当年度発生分補てん財源等

当年度資金収支

企業債
5,456 

県補助金 259 
消火栓設置負担金 140 

一般会計補助金 133 

工事負担金 61 

収支差額 ※ 10,271 

工事請負費
10,880 

企業債償還金
3,568 

人件費 629 

固定資産購入費 628 

負担金 256 

その他 361 

支出

収入
（税込︓百万円）

２ 水道事業の財政状況 3

※ 消費税及び地方消費税資本的収支調整額、減債積立金及び損益勘定留保資金で補てん

水道料金
24,121 

他会計負担金 2,249 
分担金 1,829 水道利用加入金 1,236 

長期前受金戻入 860 
その他 1,177 

受水費
8,084 

減価償却費等
6,986 

人件費
4,442 

委託料
3,583 

固定資産撤去費 2,275 

支払利息等 800 
その他
4,204 

純利益 1,098 

費用

収益

（税抜︓百万円）
〇令和４年度決算額の内訳
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（百万円） 資金残高等の推移

単年度資金 資金残高 純損益

２ 水道事業の財政状況 4

2,908 
4,015 6,012 5,242 
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4,256 
5,441 6,003 5,456 
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1,246 1,235 1,140 1,083 1,037 991 950 866 826 800 
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（百万円）

発行額・元利償還額・支払利息等
（百万円） 企業債残高等の推移

企業債発行額 元金償還金 支払利息等 企業債残高



一般会計補助金 149 

企業債 126 固定資産売却代金 1 

収支差額 ※ 1,334 

企業債償還金
640 

工事請負費
592 

負担金
247 

固定資産購入費 80 
人件費 37 

その他 13 

支出

収入
（税込︓百万円）

（税抜︓百万円） （税込︓百万円）

増減 増減

計画（a） 決算（b） （b－a） 計画（a） 決算（b） （b－a）

7,183 7,071 △ 112 786 276 △ 510

水道料金 6,976 6,876 △ 100 企業債 627 126 △ 501

その他 207 195 △ 12 その他 159 150 △ 9

6,897 6,488 △ 409 2,212 1,610 △ 602

人件費 675 636 △ 39 建設改良費 1,567 970 △ 597

減価償却費等 1,132 1,148 16 企業債償還金 640 640 △ 0

支払利息等 91 88 △ 3 その他 5 0 △ 5

その他 4,999 4,617 △ 382 △ 1,426 △ 1,334 92

286 583 297 1,166 1,142 △ 24

26 391 365

8,588 10,095 1,507

7,008 6,381 △ 627

令和４年度
区分

令和４年度
区分

資金残高

企業債残高

収
益
的
収
支

 収益的収入

資
本
的
収
支

 資本的収入

 収益的支出  資本的支出

資本的収支差額

当年度発生分補てん財源等当年度純損益

当年度資金収支

３ 工業用水道事業の財政状況 5

※ 消費税及び地方消費税資本的収支調整額、減債積立金及び損益勘定留保資金で補てん

水道料金
6,876 

長期前受金戻入 114 

その他 81 

受水費
2,679 

減価償却費等
1,148 

人件費
636 

委託料
521 

負担金 487 

支払利息等 88 

その他
929 

純利益 583 

費用

収益
（税抜︓百万円）

〇令和４年度決算額の内訳



３ 工業用水道事業の財政状況 6

500 
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1,274 
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発行額・元利償還額・支払利息等
（百万円） 企業債残高等の推移

企業債発行額 元金償還金 支払利息等 企業債残高

1,098 
197 

-1,321 
-209 

288 878 506 182 705 391 

8,478 8,675 
7,354 7,145 7,433 

8,311 8,817 8,999 9,704 10,095 
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単年度資金 資金残高 純損益



（税抜︓百万円） （税込︓百万円）

増減 増減

計画（a） 決算（b） （b－a） 計画（a） 決算（b） （b－a）

42,676 41,814 △ 862 33,479 32,935 △ 544

下水道使用料 22,031 21,683 △ 348 企業債 26,094 24,376 △ 1,718

一般会計負担金等 12,191 11,775 △ 416 国庫補助金 6,000 7,190 1,190

長期前受金戻入 7,326 7,317 △ 9 一般会計出資金 266 266 0

その他 1,128 1,039 △ 89 その他 1,119 1,102 △ 17

40,610 39,746 △ 864 55,468 54,859 △ 609

人件費 3,126 2,891 △ 235 建設改良費 22,222 21,650 △ 572

減価償却費等 23,748 23,606 △ 142 企業債償還金 31,132 31,132 △ 0

支払利息等 2,398 2,124 △ 274 その他 2,114 2,078 △ 36

その他 11,338 11,126 △ 212 △ 21,989 △ 21,924 65

2,066 2,068 2 17,800 17,553 △ 247

△ 2,123 △ 2,303 △ 180

10,305 10,486 181

282,676 278,354 △ 4,322

令和４年度
区分

令和４年度
区分

資金残高

企業債残高

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

 収益的収入  資本的収入

 収益的支出  資本的支出

資本的収支差額

当年度発生分補てん財源等当年度純損益

当年度資金収支

４ 下水道事業の財政状況 7

企業債
24,376 

国庫補助金
7,190 

公債償還準備金繰入金 999 

一般会計出資金 266 

固定資産売却代金 57 

負担金 46 

収支差額 ※ 21,924 

企業債償還金
31,132 

工事請負費
19,662 

公債償還準備金 2,078 

人件費 822 

委託料 783 

その他 383 

支出

収入
（税込︓百万円）

※ 消費税及び地方消費税資本的収支調整額、減債積立金及び損益勘定留保資金で補てん

下水道使用料
21,683 

一般会計負担金等
11,775 

長期前受金戻入
7,317 

特別利益 677 

雑収益 167 

その他 195 

減価償却費等
23,606 

委託料 2,994 人件費 2,896 

動力費 2,886 

支払利息等 2,124 

その他
5,241 

純利益 2,068 

費用

収益
（税抜︓百万円）〇令和４年度決算額の内訳



４ 下水道事業の財政状況 8

1,668 519 337 2,212 2,754 2,230 2,176 2,736 

-3,459 -2,303 
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-5,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
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単年度資金 資金残高 純損益

33,652 33,485 32,946 
37,826 39,363 

31,462 
22,095 23,519 24,742 24,376 

42,994 44,628 44,639 
52,539 55,142 

40,219 
32,340 31,473 34,664 31,132 
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発行額・元利償還額・支払利息等
（百万円） 企業債残高等の推移

企業債発行額 元金償還金 支払利息等 企業債残高



５ 経営指標について 9

事業名 類似団体区分 対象団体 団体数

水道事業 政令市等 東京都、政令指定都市
（相模原市を除く） 20

工業用水道事業 大規模 現在配水能力規模︓200,000ｍ3/日以上 29

下水道事業 政令市等 東京都、政令指定都市 21

 本市の上下水道事業の経営の現状を「見える化」するため、川崎市上下水道事業中期計画
（2022〜2025）で設定した経営指標について、本市の令和４年度の指標値を算出し、
類似団体平均値と本市の指標値の比較から見える本市の特徴を記載しています。

※ 類似団体平均値については、令和４年度から総務省と同様の算出方法に変更しました。
※ 類似団体平均値は本市が独自に算出した数値のため、誤差が生じる場合があります。
※ 類似団体ごとにおかれている条件等が異なるため、平均値との比較結果をもって本市の良否の判定や
優劣を競うことを目的とするものではありません。

○類似団体平均値算出における対象団体



６ 水道事業の経営指標（指標値の推移） 10

分析の
観点

指標
（算出式）

望ましい
方向

指標値

H30
(2018)

R1
(2019)

R2
(2020)

R3
(2021)

R4
(2022)

類似団体
平均

(2022)

①
経
営
の
安
定
性

経常収支比率（％）
109.3 111.2 110.9 106.0 103.6 108.0

経常収益÷経常費用×100

企業債償還元金対減価償却費比率（％）
62.0 59.9 60.4 61.5 64.4 52.6建設改良のための企業債償還元金

÷(当年度減価償却費－長期前受金戻入)×100

企業債残高対給水収益比率（％）
268.1 271.8 280.2 292.9 305.8 195.5

企業債現在高合計÷給水収益×100

②
施
設
の
効
率
性

施設利用率（％）
65.4 65.5 67.4 66.2 65.2 58.9

１日平均配水量÷給水能力×100

負荷率（％）
93.8 93.0 92.1 93.0 94.6 91.2

１日平均配水量÷１日最大配水量×100

有収率（％）
92.6 92.8 92.8 93.7 93.5 93.8

年間総有収水量÷年間総配水量×100

 「経常収支比率」の指標値が100％を上回っているものの、近年では減少傾向で推移していることから、経常収益に対する経常費用の
割合が増加しているといえます。

 「企業債残高対給水収益比率」の指標値が増加傾向で推移していることから、給水収益に対する企業債残高の割合が増加している
といえます。



６ 水道事業の経営指標（指標値の推移） 11

分析の
観点

指標
（算出式）

望ましい
方向

指標値

H30
(2018)

R1
(2019)

R2
(2020)

R3
(2021)

R4
(2022)

類似団体
平均

(2022)

③
料
金

給水原価（円）
170.3 165.4 161.9 170.6 174.3 180.9[経常費用-(受託工事費+材料及び不用品売却原価

+附帯事業費)-長期前受金戻入]÷年間総有収水量

供給単価（円）
147.3 146.7 143.0 142.9 142.9 174.6

給水収益÷年間有収水量

料金回収率（％）
86.5 88.7 88.4 83.8 82.0 95.0

供給単価÷給水原価×100

④
老
朽
化

有形固定資産減価償却率（％）
49.5 49.5 49.8 49.6 49.5 51.2有形固定資産減価償却累計額÷有形固定資産のうち

償却対象資産の帳簿原価×100

管路経年化率（％）
25.8 26.5 28.2 28.0 28.1 26.7

法定耐用年数を超えている管路延長÷管路延長×100

管路更新率（％）
1.6 1.4 1.7 2.1 1.9 1.0

当該年度に更新した管路延長÷管路延長×100

 近年では「給水原価」の指標値が増加傾向、「供給単価」の指標値が横ばいで推移しているとともに、「料金回収率」の指標値が減少
傾向で推移していることから、給水に係る費用が増加しているといえます。

 「料金回収率」の指標値が100％を下回って推移していることから、給水に係る費用を料金収入で賄うことができていないといえます。



７ 水道事業の経営指標（平均値との比較） 12

経常収支比率
企業債償還元金

対減価償却費比率管路更新率

料金回収率

管路経年化率 企業債残高
対給水収益比率

有形固定資産
減価償却率 施設利用率

負荷率

供給単価
給水原価

有収率

R4類似団体平均
R4川崎市

 「①経営の安定性」の観点では、類似団体平均と比較して給水収益に対する企業債残高が多くなっているといえます。
 「③料金」の観点では、類似団体平均と比較して低廉な料金となっているといえます。
 「④老朽化」の観点では、類似団体平均と比較して早いサイクルでの管路更新が行えているといえます。

④老朽化

③料金 ②施設の効率性

①経営の安定性

※類似団体平均を「１」として比較
※外側が望ましい方向

主な特徴
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分析の
観点

指標
（算出式）

望ましい
方向

指標値

H30
(2018)

R1
(2019)

R2
(2020)

R3
(2021)

R4
(2022)

類似団体
平均

(2022)

①
経
営
の
安
定
性

経常収支比率（％）
114.1 111.0 108.7 110.7 109.0 113.3

経常収益÷経常費用×100

企業債償還元金対減価償却費比率（％）
69.0 68.7 70.2 65.6 63.9 57.0建設改良のための企業債償還元金

÷(当年度減価償却費－長期前受金戻入)×100

企業債残高対給水収益比率（％）
121.6 114.4 108.9 99.8 92.8 215.7

企業債現在高合計÷給水収益×100

②
施
設
の
効
率
性

施設利用率（％）
75.3 73.9 74.5 76.7 74.6 55.8

１日平均配水量÷給水能力×100

契約率（％）
99.2 99.1 99.1 99.1 99.1 78.8

契約水量÷給水能力×100

有収率（％）
99.3 99.6 99.6 99.2 99.0 97.5

年間総有収水量÷年間総配水量×100

８ 工業用水道事業の経営指標（指標値の推移） 13

 「企業債残高対給水収益比率」の指標値が減少傾向で推移しており、給水収益に対する企業債残高の割合が減少しているといえます。



８ 工業用水道事業の経営指標（指標値の推移） 14

分析の
観点

指標
（算出式）

望ましい
方向

指標値

H30
(2018)

R1
(2019)

R2
(2020)

R3
(2021)

R4
(2022)

類似団体
平均

(2022)

③
料
金

給水原価（円）
32.3 33.1 33.8 33.1 33.6 18.5[経常費用-(受託工事費+材料及び不用品売却原価

+附帯事業費)-長期前受金戻入]÷年間総有収水量

供給単価（円）
36.6 36.4 36.4 36.4 36.3 20.3

給水収益÷年間有収水量

料金回収率（％）
113.2 110.1 107.8 110.0 108.0 110.3

供給単価÷給水原価×100

④
老
朽
化

有形固定資産減価償却率（％）
57.7 59.3 59.7 61.6 62.8 61.8有形固定資産減価償却累計額÷有形固定資産のうち

償却対象資産の帳簿原価×100

管路経年化率（％）
88.1 91.2 87.7 87.7 87.7 51.3

法定耐用年数を超えている管路延長÷管路延長×100

管路更新率（％）
0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 0.2

当該年度に更新した管路延長÷管路延長×100

 「有形固定資産減価償却率」の指標値が増加傾向で推移していることから、資産の老朽化が進行しているといえます。
※ 管路の更新を計画的に進めていますが、本市の管路は中大口径の管路が多く、更新工事が複数年度に及ぶため、管路更新延長を工事

完成年度にのみ計上することから、「管路更新率」の指標値が概ね「0」で推移しています。
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企業債償還元金
対減価償却費比率

料金回収率

企業債残高
対給水収益比率

施設利用率

契約率

供給単価
給水原価

有収率

経常収支比率

管路更新率

有形固定資産
減価償却率

管路経年化率

④老朽化

③料金

①経営の安定性

②施設の効率性

 「①経営の安定性」の観点では、類似団体平均と比較して給水収益に対する企業債残高が少なくなっているといえます。
 「②施設の効率性」の観点では、類似団体平均と比較して施設を効率的に利用できているといえます。
 「③料金」の観点では、類似団体平均と比較して有収水量１m3当たりの費用及び料金が高額となっているといえます。

R4類似団体平均
R4川崎市
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2.50

※類似団体平均を「１」として比較
※外側が望ましい方向



分析の
観点

指標
（算出式）

望ましい
方向

指標値

H30
(2018)

R1
(2019)

R2
(2020)

R3
(2021)

R4
(2022)

類似団体
平均

(2022)

①
経
営
の
安
定
性

経常収支比率（％）
111.9 112.1 110.6 107.0 103.8 104.5

経常収益÷経常費用×100

企業債償還元金対減価償却費比率（％）
196.2 130.8 122.0 139.1 123.9 104.3建設改良のための企業債償還元金

÷(当年度減価償却費－長期前受金戻入)×100

企業債残高対事業規模比率（％）
779.4 755.5 734.8 711.4 697.1 510.7(企業債現在高合計－一般会計負担額)÷(営業収益

－受託工事収益－雨水処理負担金)×100

②
施
設
の
効
率
性

施設利用率（％）
48.4 49.8 51.3 50.4 49.2 58.3晴天時１日平均処理水量

÷晴天時１日現在処理能力×100

最大稼働率（％）
58.3 63.6 66.1 62.1 63.5 82.2晴天時１日最大処理水量

÷晴天時１日現在処理能力×100

有収率（％）
86.3 84.3 84.6 85.3 85.9 79.8

年間総有収水量÷年間汚水処理量×100
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 「経常収支比率」の指標値が100％を上回っているものの、減少傾向で推移していることから、経常収益に対する経常費用の割合が増加して
いるといえます。

 「企業債残高対事業規模比率」の指標値が減少傾向で推移していることから、下水道使用料に対する企業債残高の割合が減少していると
いえます。
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分析の
観点

指標
（算出式）

望ましい
方向

指標値

H30
(2018)

R1
(2019)

R2
(2020)

R3
(2021)

R4
(2022)

類似団体
平均

(2022)

③
使
用
料

汚水処理原価（円）
121.5 121.3 118.2 126.6 135.6 126.9

汚水処理費(公費負担分を除く)÷年間有収水量

使用料単価（円）
148.9 148.5 142.3 142.0 143.0 126.7

下水道使用料収入÷年間有収水量

経費回収率（％）
122.6 122.5 120.4 112.1 105.4 102.6

使用料単価÷汚水処理原価×100

④
老
朽
化

有形固定資産減価償却率（％）
48.7 48.8 50.2 51.8 53.2 51.5有形固定資産減価償却累計額÷有形固定資産のうち

償却対象資産の帳簿原価×100

管きょ老朽化率（％）
6.1 7.2 8.0 8.8 10.0 15.1法定耐用年数を超えている管きょ延長

÷管きょ延長×100

管きょ改善率（％）
0.2 0.4 0.2 0.2 0.2 0.4当該年度に改善(更新・改良・維持)した管きょ延長

÷管きょ延長×100

 近年では「汚水処理原価」の指標値が増加傾向、「使用料単価」の指標値が横ばいで推移しているとともに、「経費回収率」の指標値が減少
傾向で推移していることから、汚水処理に係る費用が増加しているといえます。

 「有形固定資産減価償却率」及び「管きょ老朽化率」の指標値が増加傾向で推移していることから、資産の老朽化が進行しているといえます。
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経常収支比率
企業債償還元金

対減価償却費比率管きょ改善率

経費回収率

管きょ老朽化率 企業債残高
対事業規模比率

有形固定資産
減価償却率 施設利用率

最大稼働率

使用料単価
汚水処理原価

有収率

 「①経営の安定性」の観点では、類似団体平均と比較して下水道使用料に対する企業債残高が多くなっているといえます。
 「②施設の効率性」の観点では、類似団体平均と比較して低い水準にあるといえます。
 「④老朽化」の観点では、類似団体平均と比較して遅いサイクルでの管きょ更新となっているものの、古い管きょが少ないと

いえます。

④老朽化 ①経営の安定性

③使用料 ②施設の効率性

R4類似団体平均
R4川崎市
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（％）

※ 「類似団体平均値」は本市で独自に算出した数値のため、誤差が生じる場合があります。

109.3 
111.2 

110.9 

106.0 
103.6 

113.6 112.5 

108.6 

110.9 
108.0 

95.0

100.0

105.0

110.0

115.0

120.0

H30 R1 R2 R3 R4

経常収支比率（％）

川崎市 類似団体平均

268.1 271.8 280.2 292.9 305.8 

198.5 193.6 200.1 194.4 195.5 

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

H30 R1 R2 R3 R4

企業債残高対給水収益比率（％）

川崎市 類似団体平均

65.4 65.5 
67.4 66.2 65.2 

59.3 59.1 59.4 58.8 58.9 

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

H30 R1 R2 R3 R4

施設利用率（％）

川崎市 類似団体平均

93.8 

93.0 92.1 93.0 

94.6 

91.5 

93.4 

91.9 

93.3 

91.2 
90.0

91.0

92.0

93.0

94.0

95.0

H30 R1 R2 R3 R4

負荷率（％）

川崎市 類似団体平均

92.6 92.8 92.8 
93.7 

93.5 

93.7 93.6 93.7 

94.1 
93.8 

92.0

92.5

93.0

93.5

94.0

94.5

H30 R1 R2 R3 R4

有収率（％）

川崎市 類似団体平均



参考 水道事業の経営指標値の推移 20

※ 「類似団体平均値」は本市で独自に算出した数値のため、誤差が生じる場合があります。
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※ 「類似団体平均値」は本市で独自に算出した数値のため、誤差が生じる場合があります。
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※ 「類似団体平均値」は本市で独自に算出した数値のため、誤差が生じる場合があります。
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※ 「類似団体平均値」は本市で独自に算出した数値のため、誤差が生じる場合があります。

111.9 112.1 
110.6 

107.0 

103.8 

109.5 108.2 
105.2 106.2 

104.5 

95.0

100.0

105.0

110.0

115.0

120.0

H30 R1 R2 R3 R4

経常収支比率（％）

川崎市 類似団体平均

196.2 

130.8 122.0 
139.1 

123.9 

125.9 115.7 113.7 106.3 104.3 

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

H30 R1 R2 R3 R4

企業債償還元金対減価償却費比率

川崎市 類似団体平均

（％）

779.4 755.5 734.8 711.4 697.1 

537.1 531.4 551.0 523.6 510.7 

400.0

500.0

600.0

700.0

800.0

900.0

H30 R1 R2 R3 R4

企業債残高対事業規模比率（％）

川崎市 類似団体平均

58.3 
63.6 66.1 

62.1 63.5 

81.1 83.1 82.7 81.6 82.2 

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

H30 R1 R2 R3 R4

最大稼働率（％）

川崎市 類似団体平均

86.3 
84.3 84.6 85.3 85.9 

80.6 79.8 79.9 79.7 79.8 

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

H30 R1 R2 R3 R4

有収率（％）

川崎市 類似団体平均

48.4 49.8 51.3 50.4 49.2 

57.4 58.1 58.2 58.9 58.3 

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

H30 R1 R2 R3 R4

施設利用率（％）

川崎市 類似団体平均



参考 下水道事業の経営指標値の推移 24

※ 「類似団体平均値」は本市で独自に算出した数値のため、誤差が生じる場合があります。
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